福井県における紅斑熱－患者発生地区および隣接地域でのベクター推定－
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（1)福井県衛生環境研究センター，2)大原綜合病院・大原研究所，3)福井大学医学部）．Vector survey of spotted fever in Fukui Prefecture, especially in a known endemic area and some neighboring areas.
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2004年にRickettsia helvetica (Rh)感染が強く示唆される症例をみた福井県荒島岳地区において, 媒介マダニ種と紅斑熱群リケッチア(SFGR）を推定するため2004～2006年に調査を行った。植生上から得たIxodes monospinosus（Im），I.persulcatus (Ip)，I. ovatus(Io)，Haemaphysalis flava（Hf），H.japonica(Hj)およびDermacentor taiwanensis (Dt)の6種を222個体のうち，Imのみ8/32からSFGRを生菌分離，うち3株は塩基配列によりRhと同定された。PCRによるSFGR検出ではImの14/32，Ipの11/55，Ioの3/38，Hfの5/21およびHjの2/9が陽性で，ほとんどがRhと同定された。若干のHfやHjにはR japonica相同性のものも見られた。以上から，Rh感染と見なされた本県症例の媒介種はImの可能性が最も高いと考えられた。
一方、2006～2007年に荒島岳に隣接する取立山，冠山，赤兎山，経ヶ岳，浄法寺山および越前海岸沿いの国見岳の計6ヶ所（標高400～1,600m）で調査を行ったが，マダニ相は地域により異なるものの，計6種128個体が得られ，Imのみで冠山の1/4および経ヶ岳の1/1からSFGRが分離された。ほかのIo，Ip，Hf，HjおよびDtは分離がなかったが，以前に滋賀県境の百里ヶ岳のImからRhの分離があるので，福井県では計4地域のImからSFGRが分離されたことになる。
